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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 A） ゲ ル 形 態 の ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス を 得 て 、
B)　 ポ リ マ ー ゲ ル を 、 pH 0.5～ 7、 好 ま し く は pH 1～ 4の 酸 水 溶 液 又 は 中 性 水 溶 液 で 洗 浄 し
、
C)　 PTFE細 粉 が 浮 遊 す る ま で 、 1.5～ 10kW/m 3 の 範 囲 の 比 出 力 で 機 械 的 攪 拌 に よ り 洗 浄 し た
ゲ ル を 造 粒 し 、 浮 遊 細 粉 を 分 離 し 、
D)　 浮 遊 し た 細 粉 を 通 気 し た オ ー ブ ン 中 で 90～ 160℃ 、 好 ま し く は 105～ 150℃ の 乾 燥 温 度
に て 乾 燥 す る 、
工 程 か ら な る 、 ホ モ ポ リ マ ー 又 は 改 質 PTFEの 熱 加 工 不 能 な 細 粉 の 製 造 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 バ ッ チ 法 又 は 連 続 法 で 実 施 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 バ ッ チ 法 に お い て 、 ゲ ル 形 態 の ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス を 得 る た め の 工 程 A)が 、
・ 　 分 散 液 で の 重 合 か ら 得 ら れ る ラ テ ッ ク ス を 、 PTFE濃 度 2～ 25重 量 ％ 、 好 ま し く は 8～ 20
重 量 ％ に 希 釈 し 、 希 釈 し た ラ テ ッ ク ス の 温 度 が 5～ 35℃ 、 好 ま し く は 15～ 30℃ で あ り ；
・ 　 任 意 に 希 釈 し た ラ テ ッ ク ス を 濾 過 し ；
・ 　 次 い で 、 ラ テ ッ ク ス を 、 1.5～ 10KW/m 3 の 比 出 力 を 用 い て 機 械 的 攪 拌 に 付 し ；
・ 　 pH 0～ 3.5、 好 ま し く は pH 1～ 3の 分 散 液 が 得 ら れ る ま で 、 酸 電 解 質 、 好 ま し く は 硝 酸
を 加 え ；
・ 　 ゲ ル が 形 成 す る ま で 、 上 記 の 比 出 力 で 機 械 的 攪 拌 を 維 持 す る 工 程 か ら な る 、 請 求 項 １
又 は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 　 洗 浄 工 程 B)が 、
1)　 機 械 的 攪 拌 を 停 止 し 、 及 び ポ リ マ ー ゲ ル 100容 量 部 に 対 し て 100～ 200容 量 部 の B)に 示
さ れ る 水 溶 液 を 添 加 し ；
2)　 次 い で 、 一 般 に 1～ 10分 の 時 間 の あ い だ 、 一 般 に 0.2～ 2KW/ｍ 3 の 範 囲 の 比 出 力 を 用 い
て ゲ ル を 機 械 的 攪 拌 に 付 し ；
3)　 攪 拌 を 停 止 し 、 ゲ ル フ ロ ッ ク を デ カ ン テ ー シ ヨ ン し 、 及 び 上 澄 水 を 除 去 す る 工 程 か ら



な り 、
洗 浄 工 程 B)が 一 般 に 1～ 10回 、 好 ま し く は 3～ 8回 繰 り 返 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ３

記 載 の バ ッ チ 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 洗 浄 し た ゲ ル の 造 粒 工 程 C)が 、
・ 　 洗 浄 し た ゲ ル を 比 出 力 1.5～ 10kW/m 3 に て 機 械 的 攪 拌 に 付 し 、 任 意 に 他 の 酸 電 解 質 を 添
加 し ； ゲ ル の 温 度 を 5～ 35℃ 、 好 ま し く は 15～ 30℃ と し ； 完 全 な 造 粒 と 細 粉 の 浮 遊 ま で 機
械 的 攪 拌 を 続 け ;
・ 　 攪 拌 を 停 止 し た の ち 、 浮 遊 し た 細 粉 の 下 に 存 在 す る 水 相 を 分 離 す る
工 程 か ら な る 、 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の バ ッ チ 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ゲ ル 形 態 の ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス （ 工 程 A） が 、
a1) 分 散 液 （ 乳 化 液 ） 中 で の 重 合 に よ り 得 ら れ る PTFEラ テ ッ ク ス を リ フ ト に て PTFE 濃 度 5
～ 25重 量 ％ に 希 釈 し 、 任 意 に 、 希 釈 し た ラ テ ッ ク ス を 濾 過 し 、
b1) 大 気 圧 に 対 す る 圧 が 3～ 40kg/cm 2 （ 0.3～ 4MPa） の 圧 力 に な る ま で 、 ラ テ ッ ク ス を リ フ
ト 中 で 不 活 性 ガ ス に て 加 圧 し 、
c1) pH1～ 4と な る よ う に 、 イ ン ラ イ ン ミ キ サ ー 内 の PTFEラ テ ッ ク ス に 、 酸 電 解 質 、 好 ま し
く は 硝 酸 の 溶 液 を 添 加 し 、
d1) 毛 細 管 を 通 し て ミ キ サ ー か ら ラ テ ッ ク ス を 流 し て 、 ゲ ル を 得 る
工 程 か ら な る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 連 続 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 熱 加 工 不 能 な 細 粉 を 形 成 す る 改 質 PTFE が 、 0～ 3モ ル ％ 、 好 ま し く は 0.01～ 1モ ル ％ 量 の
少 な く と も 1つ の エ チ レ ン 型 不 飽 和 を 有 す る 水 素 化 及 び /又 は フ ッ 素 化 コ モ ノ マ ー を 含 む 、
請 求 項 １ ～ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 水 素 化 コ モ ノ マ ー が 、 エ チ レ ン 、 プ ロ ピ レ ン 、 ア ク リ ル モ ノ マ ー 類 、 好 ま し く は メ チ ル
メ タ ア ク リ レ ー ト 、 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 、 ブ チ ル ア ク リ レ ー ト 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル ヘ キ シ
ル ア ク リ レ ー ト 及 び ス チ レ ン モ ノ マ ー 類 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 フ ッ 素 化 コ モ ノ マ ー が 、
・ 　 C 3 -C 8  パ ー フ ル オ ロ オ レ フ ィ ン 類 、 好 ま し く は ヘ キ サ フ ル オ ロ プ ロ ペ ン （ HFP） ；
・ 　 フ ッ 化 ビ ニ ル （ VF） 、 フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ VDF） 、 ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ヘ キ サ フ
ル オ ロ イ ソ ブ テ ン 及 び パ ー フ ル オ ロ ア ル キ ル エ チ レ ン CH 2 ＝ CH-R f  （ R f は C 1 -C 6 パ ー フ ル オ
ロ ア ル キ ル ） か ら 選 択 さ れ る C 2 -C 8 水 素 化 フ ル オ ロ オ レ フ ィ ン 類 ；
・ 　 C 2 -C 8 ク ロ ロ ‐ 及 び /又 は ブ ロ モ ‐ 及 び /又 は ヨ ー ド ‐ フ ル オ ロ オ レ フ ィ ン 類 、 好 ま し
く は ク ロ ロ ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ CTFE） ；
・ 　 （ パ ー ） フ ル オ ロ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル 類 （ PAVE） CF 2 ＝ CFOR f （ R f は C 1 -C 6 （ パ ー
） フ ル オ ロ ア ル キ ル 、 好 ま し く は CF 3 、 C 2 F 5 、 C 3 F 7 ） ；
・ 　 （ パ ー ） フ ル オ ロ ‐ オ キ シ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル 類 　 CF 2 ＝ CFOX　 （ Xは C 1 -C 1 2 ア ル
キ ル 、 C 1 -C 1 2  オ キ シ ア ル キ ル 、 1以 上 の エ ー テ ル 基 を 有 す る C 1 -C 1 2  （ パ ー ） フ ル オ ロ ‐
オ キ シ ア ル キ 好 ま し く は 、 パ ー フ ル オ ロ -2-プ ロ ポ キ シ ‐ プ ロ ピ ル ；
・ 　 フ ル オ ロ ジ オ キ ソ ー ル 類 、 好 ま し く は パ ー フ ル オ ロ ジ オ キ ソ ー ル 類 ；
・ 　 重 合 に 際 し て 環 化 重 合 す る 、
　 　 　 CF 2 ＝ CFO-CF 2 CF 2 CF＝ CF 2
　 　 　 CFX 1 ＝ CX 2 OX 3 X 4 OCX 2 =CX 1 F
（ 式 中 、 X 1 及 び X 2 は 、 相 互 に 同 一 又 は 相 違 し て 、 フ ッ 素 、 塩 素 又 は 水 素 を 示 し ； X 3 及 び X 4

は 、 相 互 に 同 一 又 は 相 違 し て 、 フ ッ 素 又 は CF 3 を 示 す ） の 型 の 非 共 役 ジ エ ン 類 ；
・ 　 一 般 式 ： 　 CFX A I ＝ CX A I OCF 2 OR A I 　 （ A-I）
（ 式 中 、 R A I は 2 － C 6 　 線 状 、 分 枝 状 、 又 は C 5 － C 6 環 状 （ パ ー ） フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 又
は C 2 － C 6 線 状 、 分 枝 状 、 （ パ ー ） フ ル オ ロ オ キ シ ア ル キ ル 基
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；  R A I が 、 上 記 の よ う に フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 又 は フ ル オ ロ オ キ シ ア ル キ ル 基 の と き 、
水 素 、 塩 素 、 臭 素 、 ヨ ウ 素 か ら 選 ば れ た 、 同 じ 又 は 異 な る 1～ 2個 の 原 子 を 含 む こ と が

で き ； X A I は 、 フ ッ 素 、 水 素 で あ る ； 一 般 式 ： CFX

A I ＝ CX A I OCF 2 OCF 2 CF 2 Y A I 　 （ A-II）
（ 式 中 、 Y A I は 、 フ ッ 素 又 は OCF 3 で あ り 、 X A I は 上 記 の よ う な も の が 好 ま し い ） の 化 合 物 ；
特 に （ MOVE I）  CF 2 ＝ CFOCF 2 OCF 2 CF 3  （ A-III） 及 び
（ MOVE II） CF 2 ＝ CFOCF 2 OCF 2 CF 2 OCF 3  （ A-IV） が 好 ま し い
か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 酸 電 解 質 が 無 機 酸 、 好 ま し く は 硝 酸 又 は 塩 酸 、 よ り 好 ま し く は 硝 酸 で あ る 、 請 求 項 １ ～
９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 乾 燥 工 程 D)に お い て 、 PTFE細 粉 と 直 接 接 触 さ せ て 使 用 さ れ る 物 質 が 、 PTFE、 PVDF、 FEP
（ 任 意 に ビ ニ ル エ ー テ ル 類 で 改 質 ） 、 PFA、 MFA及 び PEEKか ら 選 択 さ れ る ポ リ マ ー で あ る 請
求 項 １ ～ １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 無 機 カ チ オ ン の 残 留 量 1ppm未 満 、 界 面 活 性 剤 の 残 留 量 10ppm未 満 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １
１ に よ っ て 得 ら れ る PTFE 又 は 改 質 PTFE 細 粉 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 、 PTFE 又 は 改 質 PTFE 細 粉 の 潤 滑 押 出 成 形 へ の 使 用 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
・ 　 （ パ ー ） フ ル オ ロ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル 類 （ PAVE） 　 CF 2 ＝ CFO- R f （ R f は C 1 -C 6 （
パ ー ） フ ル オ ロ ア ル キ ル 、 好 ま し く は CF 3 、 C 2 F 5 、 C 3 F 7 ） ；
・ 　 （ パ ー ） フ ル オ ロ ‐ オ キ シ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル 類 　 CF 2 ＝ CFOX　 （ Xは C 1 -C 1 2 ア ル
キ ル 又 は C 1 -C 1 2  オ キ シ ア ル キ ル 又 は 1以 上 の エ ー テ ル 基 を 有 す る C 1 -C 1 2 （ パ ー ） フ ル オ ロ
‐ オ キ シ ア ル キ 例 え ば パ ー フ ル オ ロ -2-プ ロ ポ キ シ ‐ プ ロ ピ ル ； フ ル オ ロ ジ オ キ ソ
ー ル 類 、 好 ま し く は パ ー フ ル オ ロ ジ オ キ ソ ー ル 類 ；
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
・ 　 一 般 式 ： 　 CFX A I ＝ CX A I OCF 2 OR A I 　 （ A-I）
（ 式 中 、 R A I は 2 － C 6 線 状 、 分 枝 状 、 又 は 　 C 5 ‐ C 6 環 状 （ パ ー ） フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 又
は C 2 ‐ C 6 　 線 状 、 分 枝 状 （ パ ー ） フ ル オ ロ オ キ シ ア ル キ ル 基

；  R A I が 、 上 記 の よ う に フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 又 は フ ル オ ロ オ キ シ ア ル キ ル 基 の と き 、
水 素 、 塩 素 、 臭 素 、 ヨ ウ 素 か ら 選 ば れ た 、 同 じ 又 は 異 な る 1～ 2個 の 原 子 を 含 む こ と が

で き ； X A I は 、 フ ッ 素 、 水 素 で あ る ； 一 般 式 ： CFX

A I ＝ CX A I OCF 2 OCF 2 CF 2 Y A I 　 （ A-II）
（ 式 中 、 Y A I は 、 フ ッ 素 、 OCF 3 ； X A I は 上 記 の よ う な も の が 好 ま し い ）
の 化 合 物 ； 特 に 、 （ MOVE I）  CF 2 ＝ CFOCF 2 OCF 2 CF 3  （ A-III） 及 び
（ MOVE II） CF 2 ＝ CFOCF 2 OCF 2 CF 2 OCF 3  （ A-IV） が 好 ま し い 。
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